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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文は解析的なアプローチにより，西部熱帯太平洋の表面水温が高い海域における二つの時問ス
ケール，すなわち年々変動と季節内変動の大気一海洋結合の問題に焦点をあて研究を行ったものであ
る。主な結果は以下の通りである。
（工）13ぴE線に沿う西太平洋低緯度域の主温度躍層の表層水温の偏差には，準二年振動（QBO）ス
ケールの年々変動が卓越している。その物理過程を調べるため，月平均海面水温（SST）と，700mb
の東西風（U700）の解析を行って，それぞれ卓越Lた東進するQBOモードを抽出した。
（2）U700のQBOモードは熟帯イソド洋から一定の位相速度で東へ伝播し，西部熱帯太平洋で最も卓
越している。このように，二つのQBOモードは必ずしも調和して伝播せず，U700のQBOモードが
150－160．E地域のSSTの大きな位相差を生じさせていることがわかった。西部熱帯太平洋の主温度
躍層の水温は，SSTも含めた表層（0－50mの深さ）のそれと同じ位相で変動しているので，フィリピ
ソ以東の暖水の蓄積と放出に関係する主温度躍層の水温偏差は，熱帯対流圏のQBOモードの変動を
伴った風応力による海洋の力学的応答によって生じている可能性がある。
（3）西太平洋において，季節内変動スケールの大気一海洋結合と年々変動スケールのそれとでは明瞭
な違いが認められた。すなわち，季節内変動モードでは，SSTと，上層雲量または850mb面の東西風
とは逆位相で変動Lている。このモードではSSTの極大域が活発な対流活動域の東側に位置し，海面
からの蒸発が促進されて，大規模スケールの擾乱の東進に好適な条件となっている。
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（4）年々変動モードでは，SSTは上層雲量と同位相で変動しており，850mb面の東西風の位相は西太
平洋の各地で異なる。このモードの発達は，ENSO現象が発生，発達し，衰弱するサイクルに対応し
ている。
審　　査　　の　　要　　旨
　西部熱帯太平洋の大気の30－60日振動の成長に対Lて，SSTが積雲対流を活発化し，いわゆるしき
い値の28．0－28．5℃を超えて29．0－29．5℃にあるとき特に長周期側の40－50Eヨ周期が卓越する。この
ときスーパークラスターのスケールの東進する大規模擾乱が頻繁に観測される。
　29．5℃を超えると，個々のクラウドクラスターは頻繁にみられるが，30－60日振動は急激に減衰す
る。結果として短周期変動（例えば15－25日周期）が相対的に卓越する。そこでは30－60日程度の大
気一海洋結合は非常に弱く，スーパークラスターのスケーノレの組織化された擾乱はほとんど観測され
ない。これがSSTが低下しにくい原因に1つながる。
　このように，西部熱帯太平洋におげる30－60日振動が年によって卓越したりしなかったりする原因
の一つとして，季節内変動スケールの大気一海洋相互作用が大気の30－60日振動を調節していること
がわかった。
　これらは，最近，内外の学界で研究されている現象の本質のひとつを解明したものであり，学位論
文として高い評価を与えられるものである。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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